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この論文と翻訳の意義について
この試訳は、フリードリヒ・シラ （ーJohann Christoph Friedrich Schiller, 1759-
1805）の論文「現在のドイツ演劇について（Über das gegenwärtige teutsche The-
ater）」を訳したものである。これは、シラーが演劇について書いた最初の理
論的著作であり、1782 年に出版された『ヴュルテンベルク文学目録








































Zusammenhang der tierischen Natur des Menschen mit seiner geistigen）」（1780）に
すでに見られるばかりでなく、「人間の美的教育に関する一連の書簡（Über die
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（Kallias, oder über die Schönheit）」（1793）における美の概念「現象における自















試訳に際し底本とした原典は、Über das gegenwärtige teutsche Theater. In:
Friedrich Schiller. Werke und Briefe [=FA]. Bd. 8. Theoretische Schriften. Hrsg. v.
Rolf-Peter Janz unter Mitarbeit v. Hans Richard Brittnacher, Gerd Kleiner und Fabian
87
Störmer. Frankfurt a. M., 1992, S. 167-175.である。
訳文を作るにあたっては、この版に加え、Schillers Werke. Nationalausgabe
[=NA]. Bd. 21. Philosophische Schriften. 2. Teil. Hrsg. v. Benno v. Wiese unter
Mitwirkung v. Helmut Koopmann. Weimar, 1963, S. 133-138.と、Friedrich Schiller:
Sämtliche Werke. dtv-Gesamtausgabe [=dtv]. Bd. 20. Theoretische Schriften. Teil 4. Zu
Drama und Theater/ Der Herausgeber und Publizist/ Zur bildenden Kunst/


































































































































































































































































**レッシングの『ハンブルク演劇論』第 16 篇3 2 )。
【注】
1) Wirtembergisches Repertorium. Vorbericht. In: Schillers Werke. Nationalausgabe
[=NA]. Bd. 22. Vermischte Schriften. Hrsg. v. Herbert Meyer. Weimar, 1958, S. 73-74,
hier S. 73. Vgl. Rolf-Peter Janz: Kommentar zu Über das gegenwärtige teutsche
Theater. In: Friedrich Schiller. Werke und Briefe [=FA]. Bd. 8. Theoretische Schriften.
Hrsg. v. Rolf-Peter Janz unter Mitarbeit v. Hans Richard Brittnacher, Gerd Kleiner und
Fabian Störmer. Frankfurt a. M., 1992, S. 1230-1237, hier S. 1230.
2 ) Fr i ed r i ch S ch i l l e r : Über das gegenwärtige teutsche Theater. In: Ders. FA. Bd. 8.
Theoretische Schriften. Frankfurt a. M., 1992, S. 167-175.この個所と同様、以降で
の同著作集からの引用は、「FA 巻数，頁数」と略記する。
3) Johann Georg Sulzer: Allgemeine Theorie der Schönen Künste. Lexikon der Künste und
Ästhetik (1771-1774). Berlin (Digitale Bibliothek Bd. 67), 2004, S. 2354 (Bd. 2, S.
614).
4 ) この論文は、プファルツ選帝侯国ドイツ協会の会議（1784 年 6 月 26 日開催）
におけるシラーの講演「舞台の民衆への作用について（Vom Wirken der
Schaubühne auf das Volk）」を、表題を改めてシラー自ら編集・出版した『ライ
ンのタリーア（Rheinische Thalia）』（1785）第 1 分冊に掲載された。その後、内
容にも手が加えられ、「道徳的施設としての舞台（Die Schaubühne als moralische






るというのは、伝説によく出てくるモチーフである。Vgl. den Art. „Schatz“ in:
97
Handwörterbuch des deutschen Aberglaubens. Hrsg. v. Hanns Bächtold-Stäubli. Bd. 7.
Berlin (u. a.), 1936 (Nachdruck Berlin, 1987), S. 1002-1015. [FA]






考えとの共通点が見受けられる。Vgl. Max Kommerell: Lessing und Aristoteles.
Frankfurt/ M., 1940; Benno von Wiese: Die deutsche Tragödie von Lessing bis Hebbel.
Hamburg, 1962. [NA]




9 ) Tartüffes：モリエール（Molière, 1622-1673）の喜劇『タルチュフ（Le Tartuffe ou
l’Imposteur）』（1664）に登場する同名の主人公のこと。[FA; dtv]
10) Falstaffe：シェイクスピア（William Shakespeare, 1564-1616）の『ウィンザーの
陽気な女房たち（The Merry Wives of Windsor）』（1602）の中で、フォルスタッ
フは鹿の角をつけて登場する。[FA; dtv]
11) シェイクスピアの『マクベス（Macbeth）』（1606）第 2 幕第 4 場を指している。
[dtv]
12) Mohr von Venedig：シェイクスピアの『オセロ（Othello）』（1602）の同名の主人
公オセロのこと。[dtv]
13) nach der Tat reuig：H. L. ヴァークナー（Heinrich Leopold Wagner, 1747-1779）の




15) die Garrikischen Künste：有名なイギリスの俳優で演劇の改革者でもあるデイビ
ッド・ギャリック（David Garrick, 1717-1779）の演技を念頭に置いている。[FA;
dtv]
16) Iphigenia：ここでは、ラシーヌ（Jean Baptiste Racine, 1639-1699）のテクストを




した。その翻訳は 1789 年に『タリーア（Thalia）』の第 6、第 7 分冊において発
98
表された。[FA; NA; dtv]




















襲したものという見方もある。Vgl. Gotthold Ephraim Lessing: Werke und Briefe.
Bd. 6. Werke 1767-1769. Hrsg. v. Klaus Bohnen. Frankfurt. a. M., 1985, S. 684; 内藤
克彦：「シラー『現代のドイツ演劇について』の一考察」（南山大学『アカデミ
ア 文学・語学編』第 22 号，1975 年，305~330 頁）322~323 頁．









22) als bis Göthe die Schleichhändler des Geschmacks über den Rhein zurückgejagt hatte：
おそらくゲーテ（Johann Wolfgang Goethe, 1749-1832）の『ゲッツ・フォン・ベ














との往復書簡（Der Briefwechsel mit Arnauld）』（1686-1690; erschienen 1997）；『自
然と慈悲の理性の諸原則（Die Vernunftprinzipien der Natur und der Gnade Orig.:
Principes de la nature et de la Grâce fondés en raison）』（1714）第 13，17 節；『モ
ナド論（Monadologie Orig.: La Monadologie）』（1714; erschienen 1720）第 83 節；




（ Betrachtungen über die Quellen und Verbindungen der schönen Künste und
Wissenschaften）」（1757）（後に「美しい芸術と学問の主原則について（Ueber die
Hauptgrundsätze der schönen Künste und Wissenschaften）」というタイトルで『哲
学著作集（Philosophische Schriften）』（1761, 1771）に掲載された。）．[NA; dtv]
25) Deklamation：ズルツァーもまた『芸術の一般理論（Allgemeine Theorie der schönen
Künste）』（1771-1774）の「俳優」という項目で、フランスの俳優たちの朗誦的
な語りを非難し、「自然な言葉」を要請した。[FA]
26) Mengs und Korreggio：画家ラファエル・メングス（Anton Raphael Mengs, 1728-















flexions critiques sur la poésie et sur la peinture）』（1719，ドイツ語訳：1760）を
通じて、直接的ではないにせよ、遠回しにズルツァーによる「彼らは話すので
はなく、彼らは朗誦するのだ。さらに彼らのところでは、自然な言葉以上に珍
しいものはないのである。」といったフランスの俳優に対する批判（前掲書の
「俳優」と「劇芸術」の項目）を確実に想起していたものと思われる。ズルツ
ァーは、俳優が作られたものや気取りのために励むのではなく、「その役の本
来の感情」に達し、さらにそれに適合して、それどころかむしろ誇張して表現
することを要求し、そのためには「他者の心を」のぞき込む能力が必要である
とした。[NA]
29) この論文を匿名で発表したのは、当時のヴュルテンベルクでの検閲を危惧した
ためと言われている。[FA; NA]
30) Zayre：ヴォルテール（Voltaire, 1694-1778）の悲劇『ザイール（Zaïre）』（1732）
に登場する同名のヒロインのこと。[FA; dtv]
31) ungeübte Spielerinnen：『ハンブルク演劇論』中のシラーが引用した個所でレッ
シングは、ヴォルテールの『ザイール』の、イギリスとフランスにおける初演
で、それまで一度も芝居をしたことがなかった女性たちに与えられた成功を強
調している。ドルリー・レーン劇場での初演を手掛けたアーロン・ヒルは、一
人の新米女優にザイールの役を与えるほかなかったようである。というのも当
時イギリスの俳優たちは、「妄想患者として」振舞うか、「堅苦しい溢れんばか
りの荘重さ」をさらけ出していたからである。「ただの愛好家」、そしてその偽
りのない感情を支持し、教育によってゆがめられた職業俳優に反対するという
シラーの意見表明は、確かに『ハンブルク演劇論』第 16 篇に拠り所を求める
ことができる。しかし、レッシングが第 3 篇では、俳優のための感情の意義は
決して否定してはいないものの、俳優に対し意識的な演技を要請していること、
さらに「熱狂と沈着」や「情熱と冷やかさ」の「混合」を主張していることに
ついては言及されていない。[FA; NA]
32) 実際にレッシングは、直接的な感覚ではなく、意識的な芸術的悟性が俳優を導
かねばならないという相反する見解を示している。それに対し、シラーは彼の
シュトゥルム・ウント・ドラング的思想に相応しい確信を表明するために、ズ
ルツァーを引き合いに出すことができた。後にシラーは、自身の見解を修正し
ている。[dtv]
（まるやま たつや・博士後期課程在学中）
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